










































































































































































































































































Cycle　＃M－3 → CycIe　＃M－2 → Cycle　＃M－1 → Cycle＃M
Liquid
Leve1　30
Liquid
Level　39
Liquid
Leve1　41
Liquid
Level　46
DATA　ERROR
　　　　　　　（b）Coventional　system．
Fig．5　Change　of　the　transmission　data　of　each　cycle．
電源投入から電源遮断までの一連のシステム動作時間
は約15msec．である．
　提案したシステムでは，液面レベルが変化し，電源
をオン，オフするスイッチ回路が動作したときだけ子
心から親局へ1サイクルのデータ伝送を行う．従って，
電源をオン，オフするスイッチ回路の回転円板の回転
速度と液面レベル検出部のポテンショメータの軸の回
転速度に相関関係を持たせておけば，サイクル毎の
データの変化は一定になる．このため，親局では容易
に伝送されて来るデータ値を予測できる．Fig。5（a）の
例では，π番目のサイクルの液面のレベルのデータを
1⊃η（η＝0，　1，　2，。．・，　2＞一1，　2＞，　2＞十1，0●・）
とすると，ヵサイクル前の液面レベルのデータとの差
はILゾ五。．ρ1・；3ρで表される。ただし，五η．ρの値は途
中のサイクルのデータが誤っていた場合も考慮して，
3サイクル前のデータまでを正誤の判断に使用する。
このため，ヵはρ＝1，2，3である．このようにし
て，親局ではサイクル＃Nの伝送後のデータ41は誤りで
あることが即座に判断できる．このことは，増減する
データに対しても適用できる．一方，従来の方式では
一定周期でデータが送られており，Fig．5（b）に示した
ように各サイクルのデータ間に相関は一般にはない．
このため，Fig．5（a）に示した新しい方式のように即座
に誤ったデータを検出することはできない．そこで，
データの誤りを検出し，システムの信頼性を高めるた
めには厳密な誤り制御を行う必要があり，子局におけ
る演算処理時間および親局への伝送時間が長くなる．
　このように新しい方式は従来の方式に比べて本質的
に高い信頼性を持つため，子局側ではFig．4（b）の伝送
フォーマットに示すように簡単なパリティチェックを
施すだけで十分である．このことは，子鼠の演算処理
時間，伝送時間が短縮されることを意味しており，シ
ステムの低消費電力化にも役立つ。
3．4　送受信部（Transmitter／Receiver）
　変調方式としては300MHz付近の2値による周波数
変調を用いている．また，電波法の許認可が不用な微
弱電波を使用している2）．
3．5　電源部（Power　Supply）
　本システムでは電力の低消費化を計るため，データ
の伝送時だけに電源がオンする．
　Fig．6は電源部の構成図である1前述したように，電
源をオン，オフするスイッチ回路部の回転円板の周縁
上には間隔をあけて永久磁石が配置されている．回転
円板は液面のヒベルの変化に伴うフロートの昇降に連
動して回り，回転円板の近くに設置されたリードス
イッチSwをオン，オフする．リードスイッチSwがオン
すると，電池E→Sw→コンデンサCl→抵抗R2のループ
が形成され，R2の両端に電圧パルスが発生し，サイリ
スタThがオンする．これによって，抵抗R3→抵抗R、→
Thと電流が流れ，トランジスタT，がオンになり，電池
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Fig．6　Configuration　of　the　power　supply．
Eと演算処理二等の他の全ての回路部が接続される．
　その後，データの送信が終了すると，演算処理部の
パラレル1／0ポートから電圧パルスが出力され，電界
効果トランジスタFETをオンにする。これによりサイ
リスタT、がオフになり，これと同時にT。がオフにな
り，全ての回路部への給電が停止される。この状態は
再び液面のレベルが変動し，回転円板上の次の永久磁
石が近付き，リードスイッチSwがオンされるまで保持
される．
4．消費電力特性
　ここでは，まず，Fig．1の新しい方式のシステムの
消費電力を明らかにし，次に従来のシステムとの比較，
検討を行う．
　Table　2は電源部を除いた回路各部の平均消費電力
であり，全体で310mWである．回路部は5V単一電源
で駆動するため，この310mW，つまり5V，62mAを定
格とする．Fig．7およびFig．8の電源部の負荷特性およ
び電力効率特性より，定格時の電源部の効率は90％以
上である．このため，電源部の電力損失はTable　3に示
したように定格動作時は28．4mWである。また，待機時
には2．5μWであり，これが子局の非動作時の消費電力
である．
　これらのことおよびTable　1に示した電源投入から
電源遮断までの一連のシステム動作時間は約15msec．
であることを考慮して，従来の方式と新しい方式の消
費電：力の比較を行う．
　従来，水量や液量等のテレメータを行う場合，一定
周期でデータを収集し，伝送する方法が用いられてい
る1）．このため，待機時にも時間を計算するために演算
処理部のタイマ回路は動作させており，この回路にお
いては常時，電力が消費されている．この消費電力は
20mWであり，　Table　1およびTable　2より全回路が稼
働している時の消費電力の約6％強である．また，デー
Table　2　Typical　consumed　power　in　each　circuit．
Circuit Typical　consumed
垂盾翌・秩imW）
Sensor 2
A／Dconverter 8
Processing　unit 200
Transmitter　receiver 100
TotaI 310
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Fig．7　Load　characteristics．
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Fig．8　Power　efficiency。
タ伝送の信頼性を増すためにサイクリックチェックな
どを施す必要があり匿，演算処理および伝送時間が長く
なる．しかし，ここでは比較を容易に行うために動作
時間はTable　3の15msec．を使うことにする。また，送
信動作は2分30秒に1回行うものと仮定する．この場
合の1日当りの消費電力P、は，
君＝（動作時15msec．の消費電力＋待機時2分29秒985
　　　の消費電力）×（24時間／2分30秒）　　（1）
で計算される．
　一方，新しい方式の場合の1日当りの消費電力Bは，
鳥＝（動作時15msec，の消費電力）×N回＋待機時の消
　　　費電力　　　　　　　　　　　　　　（2）
で計算される．ただし，式（2）で待機時＝24時間一動作
時間であり，Nは動作回数である．
　Fig．9に新しい方式の1日当りの動作回数Nの変化
に対する消費電力を示す．図より，1日当りの動作回
数！Vが1702以下の場合には，従来方式と比べて新しい
方式が優れていることが分かる．また，Fig．10に示す
ように電池の寿命も1＞が小さければ大きく延び，24
Ah，5Vのリチュウム電池を用いるとして，電源をオ
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Table　3　Typical　power　loss　in　the　power　supp！y．
Duration　of　operation
Duration　of　standby
28．4（mW）
2．5（μW）
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Fig。9　Consumed　power　during　one　day
　　　characteristics．
富7．0
δ6ゆ
聖5ρ
τ4．o
£・ゆ
窪1：8
一」 @o
New　System
演算処理時間および親局への送信時間が短縮できる．
　ここで提案したディジタルテレメータシステムは親
局および子局のそれぞれが複数個の場合にも容易に適
用できる．現在，提案したシステムを工業用油類貯蔵
供給システムに適用することを検討しており，フィー
ルド実験結果については次の機会に報告したい．
　最後に，本研究は九州産業技術センターの研究助成
により，平成2年度技術基盤研究テーマとして行われ
たものであることを記して，関係各位に謝意を表した
い．
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Fig．10　Life　time　characteristics．
ン，オフするセンサ部の分解能を調整することにより
1日当りの動作回数1Vを776以下に設定すれば，5年以
上の動作が可能となる．
5．むすび
　以上，低消費電力形の高性能ディジタルテレメータ
システムを提案し，その構成について述べるとともに
消費電力特性を明らかにした．本システムは従来方式
に比べて，以下の優れた特徴をもっている．
　（1）提案したシステムでは，計測値が変化した時だ
け電池から子局の回路へ電力が供給され，待機時にに
子局の全ての回路への電力供給が止まる．このため，
電池の電力消費量は低く抑えられ，メインテナンスフ
リーで5年以上の使用が可能なシステムを実現できる．
　②　計測値が変化した時だけ三局は動作し，親局へ
のデータを送信するため，親局ではデータの変化を容
易に予測できる．
　（3）（2）の理由から，伝送フォーマットには簡単なパ
リティチェックを施すだけで，十分高い信頼1生が確保
できる．また，パリティチェックが簡単なため子局の
